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第８章 共同溝附帯設備 

 

第１節  附帯設備  

 

１ ． 照明 設 備  

 照 明設 備 は、 共 同溝本 体 を照 明 する こ とを 目 的 とし 、 次に よ り設計 す るも の

と す る。  

(1) 電 気 方式   受 電 、単相 ３ 線式 100／ 200Ｖ （ 50Ｈ Z、 60Ｈ Z）  

配 電 、単 相 ２線 式 100／ 200Ｖ（ 50Ｈ Z、 60Ｈ Z）  

(2) 平 均 照度   15  x 

(3) 天 井 及び 壁 の反 射 率は、 電 力， 電 話及 び ガス洞 内 共に コ ンク リ ート は 、

25％ を標 準 とす る 。  

(4) コ ン セン ト は、 100ｍ 間隔 で 各洞 道 内に 設 置する こ とを 原 則と し 、特殊 部

近 く にも 設 置し て よい。  

電 圧 降下 計 算に つ いては 、 １箇 所 当り 容 量を 150Ｖ Ａと す る。  

（ 解  説 ）  

(1) 平 均 照度 は 、 15  x の値 を 標準 と する 。  

 器 具間 隔 計算 時 におい て １ｍ 以 下の 端 数がで た 場合 は、原 則と して 単 位

止 め とし 小 数以 下 は四捨 五 入す る 。  

(2) 特 殊 部の 照 度  

１ ）照明 分 電盤 、換 気 ファ ン 制御 盤 、ポ ン プ制御 盤 等の 作 業面 照 度は、300 

 x 以 上 と する こと を 標 準 とす る 。  

２ ）換 気フ ァ ン等 の機 器上 部 には 照 明器 具 を取り 付 け 、作 業 面の 照度を 150  

 x 以 上 と する こと を 標 準 とす る 。  

３ ） 立坑 、 階段 部 等の照 度 は、 30   x 以 上とす る こと を 標準 と する。  

(3) 照 明 の点 滅 の操 作 電圧は 、 100Ｖ 又は 24Ｖとす る 。  

(4)照 明 器具 の 取付 方 向は、原 則と し て洞 道内 の高 さ が  2.1ｍ未 満 の場合 は 、

図 ８ －１ － １に 示 すよう に 管理 道 路の 中 心を外 し て洞 道 縦断 方 向に平 行

と し 、その 他 は 、図 ８－ １ －２ に 示す よ うに直 角 に取 り 付け る ことを 標 準

と す る。  

 

 

 

 

 

 

 

  

                         

      図 ８ －１－ １              図８ － １－２  

 洞 道内 の 高さ が 2.1ｍ 未 満の 場 合    洞道 内 の高 さ が 2.1ｍ以上 の 場合  

 

(5) 照 度 計算 に おけ る 被照明 床 面積 は 、全 床面 積Ｗ
o

と する 。な お、洞 道に は

施 設 物が な いも の として 照 度計 算 を行 う ものと す る 。  

全 床 面積 は 、ケ ー ブル支 持 材の 背 面ま で とする 。  

〔 1〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 145 

ｗｗｗｗ
0000

    

Ｗ  
Ｗ  

〔（ 2）〕  

出 典 ： 近 畿 地 整 内

規  

ｗｗｗｗ
0000



 

8－2 

(6) 照 明 率計 算  

１ ） 照明 率 の計 算 は、次 式 によ り 行う も のとす る 。  

（ 道 路照 明 施設 設 置基準 よ り抜 す い）  

           Ｗ  

      Ｕ ＝ Ｕ
4

＋    [｛ Ａ
1

×Ｕ
1

＋ Ａ
2

（ Ｕ
2

＋ Ｕ
3

）＋ Ａ
4

×Ｕ
4

｝ － Ｕ
4

] 

           Ｗ
0

 

    こ こに 、  

      Ｕ
 

 ： 照明 率  

      Ｕ
1

 ： 天井 面 に対 す る直 接 照明率  

      Ｕ
2

 ： 灯具 に 近い 壁 面に 対 する直 接 照明 率  

      Ｕ
3

 ： 灯具 に 遠い 壁 面に 対 する直 接 照明 率  

      Ｕ
4

 ： 全幅 員 に対 す る直 接 照明率  

      Ａ
1

 ： 照明 率 を求 め るた め の天井 面 に対 す る係 数  

      Ａ
2

 ： 照明 率 を求 め るた め の壁面 に 対す る 係数  

      Ａ
4

 ： 照明 率 を求 め るた め の床面 に 対す る 係数  

      Ｗ
0

 ： 全床 幅 員（ ｍ ）  

      Ｗ
 

 ： 通路 幅 （ｍ ）（ 電話 洞道 ： 1ｍ ， その 他 0.75ｍ ) 

被 照 明床 幅 員 は 、 全床幅 員 Ｗ
0

と す る。 なお 、洞 道 には 施 設物 が ないも

の と して 照 度計 算 を行う も のと す る。  

な お 、照 明 器具 の 照明率 曲 線を 図 ８－ １ －３、 図 ８－ １ －４ に 示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ －１ － ３  Ｋ ＤＦ－ ２ 照明 率 曲線  

〔 (6)〕  

出 典 ： 電 気 通 信 施

設 設 計 要 領 ・ 同 解

説 ・ 電 気 編 （ 平 成

20 年 度 版 ）  

Ｐ 6-35・ 36 

〔 図 8-1-3〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 170 
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          図 ８ －１ － ４  Ｋ ＳＦ－ ２ 照明 率 曲線  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ８ －１ － ５  照 明率を 求 める た めの 角 度の求 め 方  

 

２ ） Ｕ 1  ～ Ｕ 4  の算 出  

 照 明率 曲 線よ り 次のと お り算 出 する 。  

Ｕ
1  

＝ Ｕ β
1  

＋ Ｕβ
6   

＝ Ｕ 180°－Ｕ （β
2  

＋ β
3  

） +Ｕ 180°－ Ｕ （β
4  

＋ β
5  

）  

Ｕ
2  

＝ Ｕ β
2

＝Ｕ （ β
2  

＋ β
3  

） － Ｕβ
3  

 

Ｕ
3  

＝ Ｕ β
5

＝Ｕ （ β
4  

＋ β
5  

） － Ｕβ
4  

 

Ｕ
4  

＝ Ｕ β
3  

＋ Ｕβ
4  

 

こ こ に、  

β
1  

～ β
6  

： 第 ８－ １－５ 図 に示 す 各角 度 である 。  

     Ｕ    
 

：照 明 率  

注 ） 照明 率 の読 み 取りは 、 器具 中 心軸 と 各点ま で の角 度 によ り 読み取 る も

の と する 。  

〔 図 8-1-4〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 171 

器 具 中 心 軸  

〔 図 8-1-5〕  

出 典 ： 電 気 通 信 施

設 設 計 要 領 ・ 同 解

説 ・ 電 気 編 （ 平 成

20 年 度 版 ）  

p.6-36 

〔 図 8-1-5〕  

出 典 ： 電 気 通 信 施

設 設 計 要 領 ・ 同 解

説 ・ 電 気 編 （ 平 成

20 年 度 版 ）  

p.6-36 

一 部 加 筆  
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３ ） Ａ 1  ～ Ａ 4  の算 出  

 相 互反 射 によ る 割増定 数 は、 次 のと お り算出 す る。  

                                     

      Ａ
1  

～ Ａ
4  

は 、 表８ － １－ １ の相互 反 射に よ る割 増 し定数 表 によ り  

 

Ｗ o／ Ｈ o の 面か ら定 数算 出 する 。  

 

                                     

   表 ８ －１ － １  相 互 反射 に よる 割 増定数 表  

Ｗ o／ Ｈ o Ａ
1  

 （ 天 井面 ） Ａ
2  

 （ 壁  面 ） Ａ
4  

 （ 床  面 ） 

0.5 0.072 0.061 1.016 

0.6 0.083 0.070 1.018 

0.7 0.094 0.077 1.021 

0.8 0.103 0.083 1.022 

0.9 0.112 0.089 1.024 

1.0 0.119 0.093 1.026 

1.1 0.127 0.098 1.028 

1.2 0.134 0.102 1.029 

1.3 0.140 0.106 1.030 

1.4 0.145 0.108 1.031 

1.5 0.156 0.112 1.033 

      注  上表 は 下 記条 件 によ る  

         反射 率  天 井  25％  

             壁   25％  

             床   25％  

４ ） 灯具 間 隔の 計 算  

      Ｆ・ Ｕ・ Ｍ  
   Ｓ ＝  
        Ｅ ・Ｗ o   

 こ こに 、  

   Ｅ  ：平 均 照度 15（  x）  

   Ｆ  ：光 源 光束（ Ｆ ＬＲ 20Ｓ ） 1 ,160（  ｍ ）  

   Ｕ  ：照 明 率  

   Ｍ  ：保 守 率  0 .9  

   Ｗ O   ： 被 照 明対象 全 幅員 （ ｍ）  

 

注 ) Ｗ は、 反 射に よる照 明 率の 低 減の み に使用 す る。  

〔 表 8-1-1〕  

出 典 ： 電 気 通 信 施

設 設 計 要 領 ・ 同 解

説 ・ 電 気 編 （ 平 成

20 年 度 版 ） Ｐ 6-37 

〔 4〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 147 

一 部 加 筆  
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２ ． 配管 ・ 配線  

 配 管・ 配 線は 次 による こ とを 標 準と す る。  

(1) 取 付 位 置      配 管は 、露出 式 とし取 付 位置 は 、原 則 として 洞 道内 天 井面 と

す る 。  

(2) 電 線 の種 類  原 則 として よ り 線 と し 、照 明 、コ ン セン ト 、動力 及 び操 作 線

は 、 2.0sq 以上 と する。  

(3) 材    料  使 用 する主 な 材料 は 、原 則 として 表 ８－ １ －２ に よる。  

表 ８ －１ － ２  主 要材料 表  

名   称  規        格  摘      要  

600V 架 橋 Ｐ Ｅ 絶 縁 ビ ニ ル シ ー ス

ケ ー ブル  

（ Ｊ ＩＳ  Ｃ  3605）  Ｃ Ｖ  

引 込 盤～ 配 電盤 間 引込用  

洞 道 内用  

電 線  

600V ビニ ル 絶縁 電線  

（ Ｊ ＩＳ  Ｃ  3307）  Ｉ Ｖ  

洞 道 内用  

鋼 管  

配 管 用炭 素 鋼鋼 管  

（ Ｊ ＩＳ  Ｇ  3452）  白  

車 道 部の 場 合  

引 込 盤～ 第 １ボ ッ クス間  

電 線 管  

厚 鋼 電線 管  

（ Ｊ ＩＳ  Ｃ  8305）  白  

ガ ス 洞道 内 用  

電 線 管  

硬 質 ビニ ル 電線 管  

（ Ｊ ＩＳ  Ｃ  8430) 

一 般 洞道 用  

引 込 盤  屋 外 用自 立 形前 面 片開扉  屋 外 形  

配 電 盤 等  屋 外 用壁 掛 形前 面 片開扉  防 滴 形  

 

電 線  

高 圧 架 橋 Ｐ Ｅ 絶 縁 ビ ニ ル シ ー ス ケ

ー ブ ル  

（ Ｊ ＩＳ  Ｃ  3606）  Ｃ Ｖ  

引 込 盤～ 配 電盤 間 引込用  

ケ ー ブ ル

ラ ッ ク  

ケ ー ブル ラ ック  

（ 溶 融亜 鉛 メッ キ HDZ35 以 上 ）  

（ ア ルミ 合 金押 出 形材）  

一 般 洞道 用  

 

（ 解  説 ）  

(1) 配 管 ・配 線  

１ ）配 線 の位 置 は、照明 、動 力 用及 び 制御 線用 等 天井 部 に露 出 式とし た が

特 殊 断面 箇 所で は 保守、 点 検及 び 施工 等 が容易 に でき る とこ ろ 、又は 洞

道 内 に収 容 され る 企業者 の 敷設 物 件に よ っては 、 側面 に 露出 配 線とす る

こ と がで き る。  

 引 込盤 は 、特 殊 な事情 が ない 限 り自 然 換気口 付 近 に 設 置す る ものと す

る 。  

２ ）電 線管 の 太さ は 、工 事 の施 工 性と 故 障時に お ける 他 の回 路 への波 及 等

を 考 慮す れ ば 54 ㎜ 以下に 選 定す る こと が 望まし い 。  

３ ）配 線 は、露 出 配線、管路 配 線、ケ ー ブルラ ッ ク 配 線 とす る が、洞 道 内

施 設 状況 、 経済 性 を考慮 す る。  

４ ）ケ ーブ ル ラッ ク 配線 工 事や 、露 出配 線を行 う 場合 は 、不燃 性又は 、自

消 性 のあ る 難燃 性 の被覆 を 有す る 電線 を 使用す る こと 。  

〔 2〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 147 

〔 (1)〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 148 
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５ ） ガス 洞 道内 の 配管、 配 線は 防 爆対 策 をおこ な うこ と 。  

(2) 電 圧 降下  

 電 線の 太 さを 選 定する 場 合は 、一 般 的に 簡易 法 とし て 次の 式 が用い ら れ

て い る。  

１ ） 単相 ３ 線式 の 場合  

    17.8Ｌ ・ Ｉ  

 ｅ ′＝  

     1000Ａ  

２ ） 単相 ２ 線式 の 場合  

    35 .6Ｌ ・ Ｉ  
 ｅ   ＝  
     1000Ａ  

  均等 負 荷の 場 合  

     35 .6Ｌ ′・ Ｉ   ｎ（ ｎ ＋ １ ）  
 ｅ   ＝          ・  
      1000Ａ        ２  

 

３ ） 三相 ３ 線式 の 場合  

     30 .8Ｌ ・Ｉ  
 ｅ   ＝  
      1000Ａ  

 こ こに 、  

   ｅ  ：各 線 間の電 圧 降下     （Ｖ）  

   ｅ ′ ：中 性 線との 間 の電 圧 降下  （Ｖ）  

   Ａ  ：電 線 の断面 積       （ mm

2

）  

   Ｌ  ：電 線 １本の 長 さ      （ｍ）  

   Ｌ ′ ：器 具 間の電 線 １本 の 長さ  （ｍ）  

   Ｉ  ：負 荷 電流         （Ａ）  

   ｎ  ：器 具 灯数         （個）  

(3) パ イ プハ ン ガー 等 の材料 で 鋼製 の もの は 、溶融 亜 鉛メ ッ キ処 理 して使 用

す る 。  

３ ． 受配 電 設備  

(1) 引 込 盤は 、鋼 板 製屋 外自 立 閉鎖 盤 で耐 久 性があ り、か つ、保守 点検 が 容 易な

も の とす る 。な お 、引込 ・ 盤は 漏 電し ゃ 断器を 取 付け る もの と する。  

(2) 照 明 分電 盤 、換 気フ ァン 、ポ ン プ制 御 盤及 び各 洞 道の 計 器盤 は、鋼板 製 屋内

壁 掛 閉鎖 盤 で耐 久 性があ り 、か つ 、点 検 が容易 な もの と する 。  

 な お、 各 分岐 回 路には 漏 電し ゃ 断器 を 設ける こ と。  

                                         

（ 解  説 ）  

(1) 引  込  盤  

(a) 引 込 盤は 原 則と し て、自 然 換気 口 付近 に 設置す る もの と する 。  

(b )  動 力 及び 照 明用 の 電源を 同 一に 引 込め る ものと し て、 上 段に 電 力計を

収 容 でき る スペ ー スを設 け 、下 段 に引 込 用開閉 器 を収 容 する 。 また、 側

面 若 しく は 裏面（ 道 路側）に ポ ンプ の 満水 表 示及 び 障 害表 示 灯を 設 ける。  

(2) 分 電 盤等  

 分 電盤 等 の構 成 は、次 に よる 。  

照 明 分電 盤  （ 自 然換 気 口内 設 置 ）  

〔 5)〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 148 

〔 3〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  

Ｐ 149 
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動 力 分電 盤  （ 自 然換 気 口内 設 置 ）  

換 気 ファ ン 制御 盤  （ 自 然換 気 口内 設 置 ）手 元 開閉 器  

排 水 ポン プ 制御 盤  （ 自 然換 気 口内 設 置 ）手 元 開閉 器  

(3) 引 込 盤及 び 分電 盤 は、メ タ リコ ン 等の 防 錆処理 を 施し た 上、 エ ポキシ 系

樹 脂 塗装 で 仕上 げ るもの と する 。  

４ ． 防災 安 全設 備  

 防 災安 全 設備 に は下記 の もの が あり 、 共同溝 に 収容 さ れる 公 益物件 の 種類

や 沿 道条 件 等を 勘 案し、 設 置目 的 、設 置 時期及 び 管理 運 用方 法 を明確 に した

上 で 計画 的 に設 置 するも の とす る 。  

(1) 警 報 設備                自 動 火災 報 知設 備 、可燃 性 ガス 検 知設 備 、異常

浸 水 警報 設 備 、 侵 入監視 設 備  

(2) 消 火 設備                消 化 器、 自 動消 火 設備  

(3) 連 絡 、通 報 設備          連 絡 用溝 内 通報 設 備 、非 常 警報 設 備  

(4) 避 難 誘導 設 備            誘 導 表示 板 、避 難 誘導灯  

(5)そ の他 の 設備             防 災 隔壁 、防水 扉 装置、酸 欠検 知 監視 、水 噴霧

設 備  

  

（ 解  説 ）  

防 災 安全 設 備は 、共 同溝 本 体及 び 収容 さ れる公 益 物件 を 火災 や その他 の 災

害 か ら守 る とと も に、溝 内 の保 守 点検 者 や作業 員 等の 安 全を 守 るため の 設備

で あ る。  

特 に、共 同溝 は、路面下 の 制約 の 多い 条 件下に あ るた め、こ れら の設 備 の

計 画 に当 た って は 、公益 物 件の 種 類や 沿 道条件 等 を十 分 認識 し 、設置 目 的、

時 期 及び 将 来の 管 理運用 方 法 を 明 確に し た上で 計 画し な けれ ば ならな い 。  

 

 

 

 

                                      

〔 4〕  

出 典 ： 共 同 溝 設 計

指 針（ 昭 和 61 年 3

月 ）  
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